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「
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
戦
略

講
演
会
が
５
月
26
日
、
山
形
大
学
農
学
部

（
鶴
岡
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
関
係

者
と
市
民
ら
70
名
が
参
加
し
た
。

山
形
大
学
農
学
部
長
の
林
田
光
祐
氏

は
、
開
催
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「（
故
）
松
尾
雅
彦
氏
は
、
山
形
大
学
農

学
部
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き

か
、進
む
べ
き
方
向
を
提
示
し
て
く
れ
た
。

本
講
演
会
は
、
庄
内
地
域
で
ス
マ
ー
ト
・

テ
ロ
ワ
ー
ル
を
実
現
す
る
た
め
に
今
後
も

努
力
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
、
関
係
者

と
地
域
の
皆
さ
ま
に
引
き
続
き
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
に
開
催
し

た
」中

田
康
雄
は
、「
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ

ー
ル
の
ス
ス
メ
」
と
題
し
、
改
め
て
ス
マ

ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
意
図
と
庄
内
地
域

へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

「
日
本
を
農
業
国
に
す
る
た
め
に
は
、
地

域
主
権
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の

研
究
・
教
育
機
関
、
地
域
住
民
の
支
援
の

３
つ
が
必
要
だ
。
山
形
大
学
の
実
証
実
験

は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
機
能

を
明
確
な
も
の
に
し
て
い
く
だ
ろ
う
」

山
形
大
学
農
学
部
や
ま
が
た
フ
ィ
ー
ル

ド
科
学
セ
ン
タ
ー
高
坂
農
場
長
で
、寄
附
講

座
の
食
料
自
給
圏「
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー 

ル
」
形
成
講
座
主
任
の
浦
川
修
司
氏
は
、

今
年
度
の
体
制
と
全
体
計
画
を
示
し
た
。

「
今
後
も
山
形
大
学
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。大
学
の
寄
附
講
座
の
研
究
に
加
え
、

庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
実
践
会
議

を
設
け
、
山
形
県
農
業
会
議
、
学
外
専
門

家
、
生
産
者
、
鶴
岡
市
、
鶴
岡
高
専
の
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、加
工
業
、

流
通
業
と
と
も
に
、
畜
肉
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

大
豆
の
チ
ー
ム
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン

グ
を
編
成
し
て
お
り
、
今
年
は
小
麦
の
チ

ー
ム
も
加
わ
る
。
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ

ワ
ー
ル
に
は
、
消
費
者
を
含
め
た
地
域
の

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
対
局
は 

保
護
主
義
で
は
な
く
地
産
地
消

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
込
め
ら

れ
た
日
本
を
農
業
国
に
す
る
と
い
う
命

題
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
招
い
た
日

本
の
食
料
自
給
率
の
低
迷
・
東
京
一
極

集
中
・
経
済
の
停
滞
を
、
地
産
地
消
と

い
う
農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
よ
っ
て

解
決
し
よ
う
と
い
う
の
が
真
意
で
あ
る
。

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
は
行
き
詰
ま
り
を
迎
え
て
い

る
。
B
r
e
x
i
t
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
就
任
、
欧
州
で
の
反
Ｅ
Ｕ
の
う
ね
り

が
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
閉
塞
状
況
を
物

語
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
保
護
主
義
政
策

を
否
定
し
て
き
た
が
、
対
局
に
あ
る
の

は
保
護
主
義
で
は
な
く
、
地
産
地
消
の

流
れ
だ
。

Ｇ
Ｅ
（
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク
）
の
イ
メ
ル
ト
会
長
は
昨
年
の
５

月
に
す
で
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
先
ん

じ
て
地
産
地
消
の
経
営
方
針
を
掲
げ
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
か
ら
脱
皮
す
る
こ
と

を
成
長
戦
略
の
核
心
に
据
え
た
。

「
Ｇ
Ｅ
の
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
イ
メ
ル
ト
氏
は
、

皆
さ
ま
と
の
連
携
が
必
要
な
の
で
、
引
き

続
き
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
く
に
畜
産
加
工
品
は
、
先
行
し
て
商

品
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
昨
年
か
ら

テ
ス
ト
販
売
を
重
ね
、
好
評
を
得
て
き
た

こ
と
か
ら
、
７
月
３
日
よ
り
ス
ー
パ
ー
の

陳
列
棚
で
の
常
時
販
売
を
開
始
す
る
。
さ

ら
に
商
品
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
、
常

時
販
売
と
並
行
し
て
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
、
引
き
続
き
試
食
販
売
会
も
行
な
っ
て

い
く
予
定
だ
。
今
年
の
報
告
会
を
兼
ね
た

収
穫
感
謝
祭
は
、
11
月
27
日
、
大
豆
商
品

を
中
心
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
一
社
）
山
形
県
農
業
会
議
の
五
十
嵐
淳

氏
は
、「
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル

に
お
け
る
農
村
将
来
構
想
と
３
ス
テ
ッ
プ

の
展
開
」
と
し
て
、
庄
内
地
域
の
農
村
将

来
構
想
は
、
美
し
い
農
村
景
観
と
自
立
経

済
圏
「
庄
内
自
給
圏
」
の
実
現
（
30
年
後
）

に
あ
る
こ
と
。
３
ス
テ
ッ
プ（
10
年
計
画
）

の
個
人
戦
か
ら
団
体
戦
へ
戦
略
が
変
わ
る

「
庄
内
ス
マ
ー
ト
・

テ
ロ
ワ
ー
ル
」戦
略
講
演
会

︱
山
形
大
学
農
学
部
、今
年
度
の
計
画
を
公
開
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昨
年
５
月
、
く
し
く
も
高
ま
る
保
護
主

義
を
か
わ
す
『
地
産
地
消
』
の
経
営
を

打
ち
上
げ
て
話
題
を
さ
ら
っ
た
。
輸
出

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
顧
客
の
近
く
で

モ
ノ
を
作
る
戦
略
に
転
じ
る
。

目
指
す
の
は
、
外
国
に
嫌
わ
れ
な
い

経
営
だ
。
同
社
の
主
力
は
発
電
を
は
じ

め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
で
、
特
に
イ

ン
フ
ラ
が
不
足
し
て
い
る
新
興
国
で
は

展
開
す
る
こ
と
自
体
が
歓
迎
さ
れ
や
す

い
。
単
な
る
雇
用
だ
け
で
な
く
、
技
術

の
移
転
や
人
材
の
育
成
も
進
め
て
い

く
。
そ
ん
な
会
社
に
嫌
が
ら
せ
を
す
る

国
は
考
え
に
く
い
」

外
国
に
嫌
わ
れ
な
い
こ
と
で
は
な
く
、 

人
も
、
技
術
も
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
も

現
地
で
育
成
す
る
こ
と
が
む
し
ろ
Ｇ
Ｅ

に
と
っ
て
投
資
先
の
地
域
で
の
継
続
的

な
成
長
に
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
確
信

に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

地
産
地
消
に
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
有
効

そ
し
て
何
よ
り
Ｇ
Ｅ
が
戦
略
的
に
推

進
し
て
い
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
こ
そ
投
資
先
の
地

域
の
技
術
的
な
リ
テ
ラ
シ
ー
の
ば
ら
つ

き
を
超
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
結
果

と
し
て
地
産
地
消
を
拡
大
し
続
け
る
中

核
技
術
に
他
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
取

り
組
み
が
、
将
来
的
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
一
定
の
水
準

を
超
え
た
農
業
や
加
工
品
開
発
が
で
き

る
地
域
と
し
て
、
先
陣
を
切
る
存
在
に

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

麦
、
大
豆
の
加
工
品
の
開
発
も
進
め
て
い

く
。
大
豆
に
つ
い
て
は
、
６
月
に
実
施
し

た
試
食
会
の
評
価
を
反
映
し
て
改
良
を
進

め
る
。
ま
た
、
味
噌
や
醤
油
の
試
作
、
評

価
を
実
施
し
て
い
く
予
定
だ
。

地
域
飼
料
を
活
用
し
た 

豚
の
肥
育
と
美
味
し
い 

畜
肉
加
工
品
の
生
産
目
指
し
て

准
教
授
の
松
山
裕
城
氏
は
、「
耕
畜
連

携
に
よ
る
豚
の
肥
育
と
畜
肉
の
加
工
商
品

の
販
売
に
向
け
た
計
画
」
を
発
表
し
た
。

大
学
の
豚
舎
で
肥
育
し
て
い
る
豚
に
与
え

る
飼
料
は
、
大
学
の
実
証
展
示
圃
と
地
域

の
協
力
農
業
者
か
ら
得
ら
れ
る
作
物
を
使

用
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
規
格
外
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
大
豆
、
小
麦
、
お
よ
び
、

小
麦
の
ふ
す
ま
、
飼
料
用
子
実
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
で
、
自
給
率
は
90
％
以
上
に
な
る
。

今
年
度
は
、
肥
育
コ
ス
ト
の
削
減
や
、

美
味
し
さ
の
見
え
る
化
（
数
値
化
）
と
従

来
品
と
の
差
別
化
、
食
肉
加
工
品
に
合
う

豚
肉
を
つ
く
る
た
め
の
研
究
を
進
め
る
予

定
だ
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
含
ま
れ
る
難
消
化

性
で
ん
粉
の
効
果
に
よ
っ
て
、
赤
身
が
多

い
豚
肉
、
つ
ま
り
、
た
ん
ぱ
く
質
の
含
有

量
が
多
い
と
い
う
特
徴
の
あ
る
豚
肉
を
生

産
で
き
る
可
能
性
も
探
る
。

営
農
モ
デ
ル
策
定
の 

研
究
が
ス
タ
ー
ト

今
年
度
か
ら
、
畑
輪
作
体
系
と
飼
料
調

展
開
の
取
り
組
み
内
容
を
示
し
た
。ま
た
、

将
来
の
農
地
利
用
構
想（
水
田
の
畑
地
化
）

を
庄
内
地
域
全
体
と
市
町
村
ご
と
に
映
像

で
紹
介
し
た
。

「
６
月
に
、
月
山
ろ
く
エ
リ
ア
の
ビ
ジ
ョ

ン
と
ゴ
ー
ル
の
姿
を
描
き
な
が
ら
モ
デ
ル

と
な
る
エ
リ
ア
実
証
の
た
め
、
今
後
、
地

域
の
合
意
形
成
活
動
を
実
施
し
て
い
く
予

定
だ
」

生
物
性
を
重
視
し
た
土
づ
く
り

助
教
の
中
坪
あ
ゆ
み
氏
は
、「
畑
輪
作

体
系
に
お
け
る
実
証
展
示
圃
と
農
産
物
の

加
工
に
向
け
た
計
画
」
を
発
表
し
た
。
畑

輪
作
は
、
６
年
目
と
な
る
２
０
２
１
年
に

一
巡
す
る
。
研
究
で
力
を
注
い
で
い
る
の

は
、
生
物
性
に
重
き
を
置
い
た
土
づ
く
り

だ
。
継
続
的
に
、
堆
肥
や
緑
肥
作
物
、
収

穫
残
渣
な
ど
の
有
機
物
を
投
入
し
、
畑
輪

作
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
排
水
性
や
通
気

性
の
改
善
、
地
力
向
上
の
効
果
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
病
気
の
減
少
、
品

質
向
上
、
ひ
い
て
は
、
増
収
へ
と
つ
な
が

る
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
お
り
、
そ
れ
を

実
証
す
る
こ
と
が
研
究
の
目
的
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
堆
肥
や
緑
肥
の
播
種
量
を

変
え
て
試
験
を
行
な
う
。
ま
た
、
大
学
外

の
月
山
ろ
く
エ
リ
ア
の
圃
場
は
、
加
工
用

農
産
物
と
豚
の
飼
料
の
生
産
、中
山
間
地
域

に
お
け
る
大
豆
と
小
麦
の
栽
培
試
験
、若 

手
農
業
者
の
実
習
圃
場
と
し
て
活
用
す
る
。

栽
培
と
並
行
し
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
小

製
給
与
の
２
つ
の
研
究
に
、
経
営
評
価
の

研
究
が
加
わ
っ
た
。
つ
ま
り
、
実
際
に
生

産
者
が
ど
ん
な
経
営
を
す
れ
ば
安
定
的
な

収
入
が
得
ら
れ
る
か
と
い
う
営
農
モ
デ
ル

を
策
定
す
る
研
究
で
あ
る
。
助
教
の
桒
原

良
樹
氏
は
、「
耕
畜
連
携
と
農
工
一
体
を

実
証
す
る
た
め
の
営
農
モ
デ
ル
策
定
に
向

け
た
計
画
」
と
し
て
、
今
後
の
展
開
を
発

表
し
た
。
今
回
は
、
統
計
資
料
を
元
に
着

眼
点
を
示
し
た
。
た
と
え
ば
、
大
豆
の
場

合
、
生
産
費
の
中
の
肥
料
代
と
労
働
費
、

畜
産
の
場
合
は
、
生
産
費
の
６
割
を
占
め

る
飼
料
代
な
ど
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
こ

れ
ら
の
着
眼
点
に
つ
い
て
、
実
証
展
示
圃

や
協
力
圃
場
の
生
産
費
と
優
良
農
業
者
と

比
較
し
な
が
ら
目
標
値
を
算
出
す
る
。
ま

た
、加
工
品
の
販
売
量
と
販
売
価
格
、必
要

な
作
物
の
生
産
量
、
そ
れ
を
生
産
す
る
作

付
面
積
な
ど
を
算
出
し
て
い
く
予
定
だ
。


